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現場での生分解性マルチのイメージ

・高価
・破れやすい
・取り扱いが面倒



現場での慣行マルチ栽培の課題

・マルチ片付け作業の労力
・廃プラスチックとしての処理

・環境負荷を軽減した栽培への取組

対応策 生分解性マルチの導入



現場での検証
令和４年度みどりの食料システム戦略緊急対策交付金のうちグリーンな栽培体系への転換サポート事業を活用

マルチング ５月26
日
収 穫 ７月
すき込み ８月２

日

トウモロコシ 令和4年



レタス 令和4年 マルチング ９月１日
収 穫 10月

すき込み 10月28日



結果

マルチャーでの敷設も問題なく、
ポリマルチと同等に扱える

トウモロコシ、レタスともにマルチの違いで
生育・収量等に影響はなかった

生分解性マルチをすき込んだ後に
他の野菜を栽培しても影響はなかった
（２回すき込めば残渣もほとんど気にならない）

8/2（すき込み後）

9/21（後作）



コストの比較 （ 1 0 a 当 た り ）

ポリマルチと比較して価格が約３倍となるが、廃棄物としての
処理の手間、費用を勘案するとコスト差は縮まる

生分解性マルチ ポリマルチ

資材費
参考価格

約49,000円
(14,000円×3.5本)

約15,000円
(4,200円×3.5本)

廃プラ処理費 － 約 2,000円

片付け作業費 － 約13,000円

合 計 約49,000円 約30,000円

注）マルチ規格 生分解）0.018×150×200m ポリ)0.02×150×200ｍ
廃プラ処理費は 50円/kgで計算。重量は処理時に2倍になるものとして換算
片付け費用は 時給1,500円、3人で3時間かかるとして算出



生分解性マルチの利点と課題

生分解性マルチの利点
・マルチ回収作業が不要
・廃プラの処理量と費用の削減
環境負荷の軽減につながる

生分解性マルチの課題
・ポリマルチと比較して高価
・長期保管ができない
・バリエーションが少ない
価格の低下が普及のカギ

農業の環境負荷に注目が集まる中、
環境負荷低減技術として導入しやすい



現場への普及


	スライド 1: トウモロコシ、レタス栽培での 「生分解性マルチ」の導入
	スライド 2
	スライド 3: 現場での生分解性マルチのイメージ
	スライド 4: 現場での慣行マルチ栽培の課題
	スライド 5: 現場での検証　
	スライド 6
	スライド 7: 結果
	スライド 8: コストの比較（10a当たり）
	スライド 9: 生分解性マルチの利点と課題
	スライド 10: 現場への普及

